
アマモとスゲアマモの生育特性

アマモとスゲアマモの出現頻度（調査点のうち

生育していた地点の割合）と生育量（ｍ２あたりの

重量）を比較してみました（図４）。この結果、ア

マモは、水深５ｍで調査地点の４分の１に出現し、

平均生育量が130ｇ／ｍ２ありましたが、水深10ｍ

では著しく少なくなります。一方、スゲアマモで

は水深10ｍまでは、深くなるほど出現頻度と生育

量が増えました。したがって、スゲアマモはアマ

モより深い場所でも生育できると考えられました。

また、川内地先でのアマモとスゲアマモの生育

状況からは、アマモは北西の季節風が直接当たら

ないような離岸堤内側や、東向きの比較的静穏な

海底に生育するのに対して、スゲアマモでは、岬

の突端を含む波当たりが強い場所にでも生育する

ことが分かりました（図５）。

さらに、生育した場所の砂泥の厚さ（深さ）、粒

径（砂泥粒の直径）と生育量の関係を調べたとこ

ろ、アマモは砂泥の厚さが数十cmと深く、粒径が

0.2mm程度の粒が細かい場所によく生育するのに対

して、スゲアマモでは厚さが20cm以内と砂泥が薄

く、粒が0.5mm前後の粗い場に多く生育することも

分かりました（図６）。海水の動きが激しい場所で

は、海底の砂粒が大きくなる傾向が知られていま

す。この調査からも、スゲアマモは比較的波浪の

厳しい場所でも生育できることがうかがえました。

以上の結果から、さしあたってスゲアマモが多く

生育した東湾からの藻場修復の要望が強いこと、水

深が深く、波が多少荒く、さらに、砂泥が薄い場で

も藻場を造成できる可能性があることから、スゲア

マモを対象とした藻場修復に取り組むことにしまし

た。しかし、これまで、国内はおろか世界中さがし

ても、スゲアマモ藻場の造成のこころみはありませ

ん。このため、ひとつずつ課題を検討、解決しなけ

ればならなかったのですが、これについては次回に

報告します。
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図6 アマモとスゲアマモが生育した場所の

砂泥の厚さ、平均粒径、生育量の関係。




